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然
れ
E
も
人
は

mk此
安
易
の
悦
併
を
以
J

し
術

i
内
i
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(

足

し

得
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ず
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人

は

必

ず
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集

長
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十

/
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5

妻
せ
wu
る
特
殊
の
決
策
ぞ
い
脇
ち
は
何
ん
之
す
る
の
欲
求

コb
b
A
7者
読

の

ム

リ

了

パ

¥

o

r

f
L
3
4
H
M子
き
比

f

レ・

1
4
1

に
依
っ
て
指
滋
せ
ら
れ

3
4
0
む
し

8
ち
彼
の

:γ
グ

竹
葉
一
氏
が
、
総
℃
の
生
底
的
労
働
は
お
比
一
肱
命
日
上
の
不
悦
常
に

ふ
入
問
、
向
学
者
、
坊
主
、
川
蘇
、
拘
向
日
々
に
効
俄

k
mへ
…
封
ず
る
欲
求
に
依
つ
℃
刺
激
せ
ら
る
〉
も
の
な

b
と
前
ヘ

貯
訟
を
帯
、
。
眠
時
十
分
一
畑
の
去
ら
や
ら
ぬ
心
地
し
℃
、
う
…
る
は
此
盛
W
T
・3
怠
古
川
に
移
る
の
過
料
収
を
指
す
も
の
に
し

る
尽
き
乙
止
の
限
b
な
λ
y
o

徳
川
時
代
の
政
治
上
の
改
革
一
て
、
寄
人
の
所
制
卓
越
の
欲
求
必
な
ら
。

に
は
必
ず
倹
約
の
励
行
主
伴
ぴ
た
ら
吉
、
同
時
代
の
弟
者
一
繊
毛
-
識
は
ア
ミ
ー
バ
よ
ム
リ
も
多
く
の
欲
唯
一
配
布
す
。
側

げ
が
政
治
経
済
に
闘
す
る
皐
説
の
大
学
は
勤
倹
論
な
ら
ち
。
…
は
海
月
よ
ら
も
多
く
の
欲
山
川
が
ど
布
す
。
人
は
鰍
よ
'
り
も
多

併
徒
は
北
俊
民
の
古
よ
ら
簡
易
素
朴
の
生
活
を
敬
へ
℃
怠
一
く
の
欲
昭
一
を
-
川
す
、
大
人
は
小
供
よ
λ

リ
も
多
く
の
慾
川
認
を

ら
立
ち
さ
。
借
問
す
、
明
治
取
一
…
代
の
大
目
的
学
者
坊
主
耶
蘇
布
す
、
而
し
て
文
明
人
は
野
殺
人
よ
ら
も
多
く
の
慾
辺
乞

勤

倹

説

の

外

に

工

夫

な

う

か

。

ム

併

す

。

グ

イ

方

ぜ

一

一

九

の

古

よ

ら

欲

認

の

取

加

b
L
深
川
越
川
腕

文
明
の
枝
朕
は
欲
問
視
の
地
加
な
i

リ
。
人
は
二
仰
の
欲
求
す
る
詩
人
多
し
よ
」
雌
も
、
欲
法
の
培
加
は
人
間
一
枇
命
日
の
授

に
依
つ
℃
支
配
ヨ
る
c

安
易
の
欲
求
及
び
卓
越
の
欲
求
込
・
迷
に
し
℃
、
前
者
を
制
限
せ
ん
よ
」
す
る
も
の
は
印
ち
後
者

な
ら
。
多
践
が
に
、
一
反
涼
し
く
、
出
づ
る
に
本
わ
λ

リ
、
入
佐
川
叫
告
す
る
も
の
な

b
。
古
帝
人
人
組
の
初
め
て
生
れ
出

る
に
家
わ
ム
リ
、
一
一
一
皮
の
食
に
飢
ゆ
る
乙
‘
と
な
く
、
病
ん
で
で
た
る
世
界
は
正
に
赴
一
仰
の
幾
闘
な
ら
し
な

b
o
池
上

懇
切
な
る
宥
殺
を
受
け
、
常
住
不
断
文
明
一
枇
併
の
提
供
す
に
は

t
l
ゴ

1
0
パ
Y

ム
、
抑
制
犯
の
樹
、
フ
ヌ
シ
ア
ン
樹
び

る
廿
主
徴
蹴
泌
を
分
ち
亭
け
ん
と
蹴

λ
も
の
即
ち
安
易
の
欲
℃
は
榔
子
、
波
期
衆
の
級
一
穆
乎
l
ζ

，
し
℃
繁
茂
し
、
月
女
共

前

γ
同
HHH
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に
此
然
倒
に
最
少

ω
努
力

k
以
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d

生
活
す
る
と
I
L
を
許
ぷ
，
生
中
γ

た
る
欲
佐
一
は
杭
ち
に
仙
の
人
、
仙
の
枇
伶
刊
、
他
の
時

れ
わ
仏

b
3
0
彼
等
は
折
自
然
り
児
い
れ
し
て
、
等
し
く
山
山
内
肌
例
代
y
h

停
船
す
c

欲
'
以
は
斯
く
て
其
筋
ロ
を
摘
す
な
λ

リ。

問

ω
刑
制
に

m
Dつ
〉
占
の
b

E

W

M
戒
に
厳

ω及
川
以
ず
、
過
去
人
は
柳
川
抑
制
の
・
勘
物
な
ら
。
…
波
生
と
一
皮
尚
足
せ
ら
れ

を
加
山
川

Mnべ
ず
、
紳
が
無
償
的
に
猷
給
す
る
波
川
式
的
刊
川
水
に
た
る
欲
収
は
撚
吋
t

深
く
心
仰
に
紋
を
問
め
て
終
に
は
非
川
市

食
ケ
一
符
J

し
、
其
本
仇
の
川
州
口
必
ぜ
ら
れ
た
る
州
、
彼
等
は
州
側
一
な
る
官
焔
を
以
て
錯
す
に
わ
、
し
り
丘
、
れ
ば
之
を
除
去
品
。
J

る
乙

下
、
川
川
中
又
は
叢
林
り
践
を
-
安
養
伊
土
と
・
比
て
、
機
℃
渉
一
と
能
は
立
る
に
至
る
な

9
0
料
欲
'
は
は
何
時
と
は
な
し
に

は
倣
秒
一
窓
際
の
料
…
禦
枇
一
併
に
馳
せ
、
共
版
大
し
た
る
川
付
加
…

mH慣
の
力
b
L
し
や
り
て
第
二
の
天
性
1
4
一
化
し
去
る
な
か
「
欲

中
に
は
未
だ
消
化
し
遊
山
d
u
y
る
木
の
賞
、
阜
の
枚
が
生
の
可
否
斯
く
て
北
一
線
誌
を
増
i
な
ら
。

，Y
J
な
る
削
午
、
飢
螺
郎
、
峨
t
ζ

共
に
充
満
せ
る
な
λ

二
新
欲
川
叫
が
共
mm誌
を
塙
し
其
泌
氏
を
加
ふ
る
ん
怜
に
枇
命
日

え
彼
等
の
欲
収
…
は
削
よ
L

リ
川
単
純
な
ιり
c

話
人
は
此
一
騎
佐
一
の
一
間
に
は
之
に
到
す
る
伶
約
論
者
の
非
難

ω殺
を
凶

宮
川
沿
r
A
で
明
仕
組
挑
と
な
す
可
ろ
も
、
此
川
，
等
り
迎
似
芥
は
彼
…
く
。
然
も
一
…
u
似
非
難
の
赦
す
に
似
し
お
な
く
し
℃
一
枇
倫
川
に
諮
M
A

等

ω問
に
一
刊
の
禁
制
営
破
っ
て
楽
凶
'm-央
の
智
一
芯

ω
貨
を
一
し
た
る
欲
望
以
多
く
の
文
山
ぶ
J

む

り

M
?と
な
れ

b
o
一工

会
は
ノ
九
と
の
印
刷
欲
川
市
後
生
と
計
一
ハ
に
永
へ
に
失
は
れ
た
よ
リ
。
一
シ
プ
が
産
ふ
た
る
日
本
の
文
明
は
多
大
な
る
も
の
わ

9
0

寸
土
は
放
の
斜
め
に
淵
机
t
と
耐
を
生
し
-
h
L

た
る
訓
は
れ
た
一
郎
総
れ

yh
も
其
使
用
一
般
に
普
似
か
ら
ぺ
と
す
る
や
、
佐
川
介

る
地
代
人
は
自
が
紛
の
汗
に
山
つ
℃
ネ
づ
と
て
共
安
易
の
一
一
布
な
る
信
仰
約
は
フ
ン
プ
じ
闘
論
bo-
総
叫
し
℃
止
ま

E
h

欲
求
位
制
し
つ
〉
備
は
卓
越
の
訪
山
に
光
川
止
符
て
其
前

3
0
…
加
似
傘
の
輸
入
せ
ら
る
〉
や
金
収
川
義
氏
は
賄
λ

リ
に

訟
を
開
拓
し
℃
怠
ら
ゲ

6
3
0
ア
ペ

Y
を
殺
し
た
る
カ
イ
…
抑
制
欲

-C附
論
を
主
脱
し
た

9
3
0
殊
に
阿
白
色
は
一
脊
川

シ

什

maw只
K
卓
越
の
飴
火
に
船
長
み
た
ふ
者
な
ら
し
な
λ
y
ぅ
修
秘
の
肉
食
論
を
難
と
た
る
太
川
鋭
城
の
所
誌
な

b
o
H

i
ハ
M
続
散
の
動
物
な
A

Y

1

7

ハ
)
ご
別
命
H

、
一
時
代
に
(
可
決
邦
は
阿
師
、
大
尉
開
放

j
魚
類
絡
め
て
多
i
}
故
-K
人

-

一

f
i襲

撃
選

i
j
i
-
-習
1
1
j菌
i
l
i
-
-
i
!
?主

限
肉
-K食
ふ
と
十
仁
を
好
ま
ず
。
間
足
を
食
へ
ば
械
れ
山
也
l
ι
-
の
理
由
に
し
て
、
之
が
生
産
に
は
経
験
の
俄
如
だ
る
よ

て
岡
山
朱
の
A
V

に

も

の
λ

ソ
。
低
人
も
斯
く
捻
え
℃
忌
み
嫌
。
し
て
区
制
の
ル
沈
滞
殺
ヤ
要
す
る
は
第
二
の
川
町
山
仰
な
bfo

、，r
m
o
N
H
一
応
も
仰
件
以
仁
采
の
伶
功
な
る
べ
し
。
然
る
に
脊
川
修
然
も
漸
時
者
修
け
川
は
必
要
-
品

ιな
る
も
の
に
し
可
、
幾
多

一
徳
之
一
五
へ
る
も
の
、
邦
人
は
限
肉
ケ
一
食
一
は
ぴ
る
放
に
府
内
物
の
本
刊
修
Hm
ど
し
て
必
一
嬰
口
川
た
ら
し
め
た
る
も
の
が
今
け
の

な
ら
な

y:一五
μ
b
r
せ
し
故
、
山
近
年
は
山
凶
の
人
而
日
一
文
明
滋
・
歩
の
跡
な
ム
リ
。
日
本
人
は
訟
も
む
凶
の
.
投
な
く
し

は
ら
ず
、

um没
の
魚
肉
多
う
彪
詑
で
知
日
々
好
，
A
で
会
人
乙
亡
し
作
舷
洋
傘
を
使

mし
得
る
杭
に
後
浅
じ
来

b
じ
な
L

リゆ

と
に
は
な
ら
た
・
9
G
A
1
は
江
戸
な
ド
・
に
も
、
各
月
に
欧
応
…
欲
訟
は
ル
出
泌
を
誘
起
し
、
生
保
は
的
投
を
誘
越
し
、
治

問
紗
し
心
小
川
ん
が
放
に
惑
絡
を
殺
し
、
中
風
に
知
す
る
病
4
V
一
殺
…
裂
は
欲
的
ポ
七
万
一
蹴
足
山
リ
」
し
め
て
、
州
政
に
純
情
的
過
料
は
終
結

L

ず
る
才
少
な
か
ら
ず
。
(
小
路
)

O

M

W

て
此
邦
の
人
飢
餓
乱
…
を
令
ぐ
る
込
り
。
消
費
な
う
所
に
生
売
な
し
。
剛
氏
乞
し

m
k
l
L
雌
も
人
4

ど
ん
民
は
ゲ
る
は
版
肉
を
白
山
h
u

の
大
功
な
ら
。
一
て
可
成
的
多
大
の
欲
叫
に
満
足
を
得
せ
し
め
得
る
も
の
仰

今
よ

O
此
の
如
く
以
肉
、
乞
喜
ぴ
食
せ
ば
、
訟
に
は
人
ど
食
一
ち
H

出
品
判
明
な
る
同
問
山
本
な
ら
。
然
れ

rも
欲
叫
に
自
ら
品
川
側

λ
に
も
去
る
べ
し
。
残
怒
の
心
4
u
制
川
よ
ム
リ
長
ず
れ
ば
、
尚
一
わ
ら
心
剛
氏
の
一

mv枇
を
併
進
せ
し
め
成
は
共
高
尚
な
る
特

を
殺
し
て
止
、
立
去
れ
ば
魚
代
以
点
。
、
魚
乞
殺
し
て
止
、
志
向
d

一
的
仰
単
一
に
符
へ
・
ん
と
す
る
欲
明
わ
れ
ば
、
徒
、
ら
に
劣
怖
の

れ
ば
お
に
烹
λ

リ
、
れ
w
k
殺
し
℃
止
ま
迂
れ
ば
以
に
で
一
。
、
一
満
足
に
止
ら
℃
、
反
つ
℃
共
将
来

k
油
、
り
し

hv
る
が
如
h
c

m川
を
殺
し
℃
止
宏
、
り
れ
ば
人
に
去
る
。
日
出
皮
h
r
風
俗
の
一
一
欲
攻
わ
る
な

b
。
這
似
の
金
欲
収
悉
く
之
を
一
慌
に
見
て

郊
な
ら
し
左
大
に
脊
川
の
然
に
破
ら
れ
た
ら
eο

仁
人
汎
子
芯
く
完
全
に
尚
足
止
山
県
へ
じ
h
u

る
に
努
h
u
可
う
や
。
矯
政

は
凶
刊
誌
の
泌
を
謀
、
が
、
ず
F
A
ば
わ
ら
w
d

る
な
よ
り
し
。
家
、
教
育
家
、
宗
欲
作
水
り
花
怠
を
嬰
す
る
は
此
所
な

b
o

怒
川
し
…
幼
欲
明
は
枠
者
修
の
形
に
於
て
現
る
〉
の
常
な
彼
等
り
常
に
努
h
u
吋
b
d
は
、
谷
修
の
紫
.
川
町
一
に
わ
ら
ず
し

ら
。
米
、
だ
何
人
も
之
4

ど
械
と
た
る
こ
d
l
乙
な
う
は
印
ち
尖
鋭
て
、
総
一
'
ろ
倫
川
化
的
中
上
の
グ

l
ド
(
ぷ
川
)
I
乙
純
情
県
上
の
グ

i
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グ
(
貨
物
)
と
一
'
設
す
る
貼
に
於
て
議
々
人
を
し
て
お
鳴
修
に
み
る
人
の
設
と
し
云
へ
ば
何
等
の
批
判
研
究
を
試
み
ず
し

越
か
じ
h
u
る
に
在

b
。
不
幸
に
し
て
現
今
料
済
事
上
貨
物
て
之
を
資
総
せ
p

九
と
じ
、
以
て
微
妙
な
る
総
務
組
織
に
如

ー
し
し
て
取
扱
は
る
〉
も
の
の
内
に
は
数
多
の
不
義
な
る
も
何
な
る
総
動
を
生
、
ず
可
ち
ゃ
k
w
m知
せ
wり
る
な

b
c
小
仰
や
t

の
を
包
合
す
、
一
五

λ
ま
で
も
な
く
柄
、
制
限
卒
、
阿
片
の
類
児
一
賞
、
を
し
℃
二
銭
の
郵
劣
を
服
う
℃
郎
、
彼
貯
令
を
な
び
し

皆
是
な
A
Y
O

然
れ
ど
も
世
は
次
第
に
淡
季
に
趣

3
・
叔
世
・
末
一
な
る
乙
と
を
数
ゆ
る
数
有
家
先
生
ゐ
れ

E
も
、
此
金
一
…
鋭

越
に
傾
く
に
わ
ら
ず
し
℃
、
黄
金
世
界
を
郷
戒
に
求
げ
の

t
…
を
し
℃
越
川
川
下
手
な
る
政
府
の
子
代
委
せ
し
ひ
る
よ
ら
も

時
代
は
歩
一
歩
之
、
に
氾
お
っ
通
わ
る

K
信
ず
る
も
の
は
、
…
更
に
布
利
な
る
消
費
の
滋
わ
る
と
止
を
説
く
も
の
な
し
。

等
し
く
倫
理
率
上
の
グ
!
ド
f

乙
一
致
せ
計
る
総
務
上
の
グ
…
校
合
徳
川
氏
の
執
政
方
弁
に
平
方
法
が
枇
脅
の
お
引
修
代

!
グ
が
次
第
に
其
放
を
滅
ヒ
つ
P

わ
る
の
事
貨
を
信
ず
る
一
流
る
〉
を
限
れ
効
俄
の
脇
町
を
紋
吹
せ
ん
I
ζ

努
ル
り
た
る
は

な

ら

ん

。

…

抑

、

百

深

b
d
理
由
み
れ
る
所
h

仇
し
て
、
政
附
一
弔
問
技
術
の
進
歩

五
口
人
の
理
想
t
乙
す
る
所
は
印
ち
森
修
の
枇
合
化
な
ら
。
…
幼
雅
に
し
て
も
生
派
業
の
俊
治
従
つ
℃
混
鈍
、
代
、
一
の
見
る

換
ふ
一
目
す
れ
ば
な
的
森
修
を
段
、
じ
て
ぬ
的
者
惨
た
ら
し
め
ん
一
可

3
工
業
な
く
資
本
は
般
に
土
地
代
投
ぜ
ら
る
〉
の
み
に
・

と
す
る
に
庇

b
。
本
側
修
を
行
は
ん
之
す
る
も
の
は
須
く
英
一
じ
℃
、
殊
に
誕
販
路
の
如

3
も
交
通
機
関
の
不
備
1

乙
封
建

一
肱
曾
的
義
務
の
概
念
、
を
件
ふ
可
お
な
よ
り
の
斯
く
℃
総
て
の
一
鎖
倒
の
制
皮
と
に
山
つ
℃
一
縦
一
捌
の
初
に
服
、
b
る
〉
も

桜
設
は
芯
く
皆
抑
制
足
の
俄
剰
即
ち
枇
命
日
の
お
の
創
治
に
師
…
の
多
く
、
樹
氏
油
大
の
者
修
は
似
る
側
家
康
業
の
枝
川
仰
を

す
可
ち
な

9
0

破
採
し
去
る
の
成
ゐ

b
し
に
加
へ
℃
、
自
由
競
守
の
閥
紋

知
る
や
知
ら
ず
や
苦
闘
の
勤
倹
論
活
は
時
限
だ
徒
ら
に
務
よ
b-J
ホ
ゆ
る
閥
日
比
の
悶
循
な
る
1

新
な
る
欲
的
判
は
徐
々
新
な

JK
大
に
じ
て
者
修
に
流
る
〉
の
弊
を
説
h
c
貯
芯
の
殺
を
池
る
生
産
を
刺
激
し
て
側
内
の
産
業
を
じ
て
愈
よ
泌
被
々
地

λ
h
r
9

・
添
削
し
て
無
智
不
問
毘
な
る
γ

一
般
加
同
氏
は
椅
n
k
位
協
附
県
・
位
人
な
る
袋
詰
匂
を
な
w
d
l
u
b
u
s
-
-
亡
な
か

h

り
し
な
L
M
O

品
m
m
b
h
k
p

麗
畳
間
欝
盟
関
諮
諮
問
関
関
関
題
調
関
悶
悶
悶
溜
諮
籍
闘
関
問
調
議
露
関
鵠
鑓
盟
議
議
騒
開
題
調
関
繍
関
盟
関
議
議
議
髄
鶴
盟
鵠
爵
露
間
関
詞
議
題
懇
鵠
悶
霊
感
調
襲
警
鑓
護
軍
ド

維
新
日
後
の
日
本
は
英
一
肱
命
日
的
批
一
路
に
大
な
る
誇
仰
を
悲
し

O
hマ
郊
大
ば
悼
の
文
学
者
招
待

1

刊一

た

ム

リ

。

商

業

資

本

の

投

入

は

悲

し

く

同

信

の

増

大

に

資

し

(

?

一

、

¥

交
に
最
況
に
五
ム
ツ
て
工
業
資
本
の
投
入
1

乙
共
に
側
内
市
川
似
抑
も
文
部
な
る
も
の
は
一
省
を
特
抵
す
る
の
要
な
ら

¥CI

の
利
用
は
殆

r依
す
所
な
く
行
は
れ
、
商
業
後
述
の
池
桃
/
強
イ

-u

之
を
設
け
た
る
も
の
に
し

τ、
其
大
医
た
る
も
ー
の
伏

は
禰
よ
民
大
ー
に
な
ら
行
、
3
つ
ノ
わ
る
な
ム
リ
。
殊
に
科
卒
の
一
々
銀
銭
無
能
に
終
る
可
告
や
来
よ
ム
リ
常
然
の
乙
・
と
ち
'
Q
h
j

研
究
に
附
続
な
く
恭
商
の
刻
扱
刷
新
工
夫
は
庇
ち
に
存
凶
一

b
o
然
も
何
人
?
乙
附
慨
も
伴
食
の
名
を
抵
せ
ら
れ
℃
自
ら
状

に
輸
入
せ
ら
れ
て
何
等
の
隙
擬
な
く
之
な
憾
加
し
狩
る
の
一
し
と
す
る
も
の
わ
ら
な
れ
ば
、
彼
等
は
必
ず
何
事
を
か
計

地
位
に
在
、
9
0
朴
似
合
の
人
民
は
良
一
商
業
の
後
述
に
し
℃
二
設
し
℃
此
汚
名
主
免
れ
ん
と
す
る
な
り
。
教
科
書
の
制
定

定
限
に
到
迩
せ
ん
か
、
彼
等
は
惟
だ
広
し
く
依
存
の
貨
物
…
の
ね
b

・・r

似
名
前
一
の
改
正
の
如
。
時
彼
等
が
悶
中
の
多
町
一
引

を
分
配
し
之
を
消
費
す
る
の
外
ぁ
、
b
w
d
Aり
し
な

9
0
然
る
一
る
事
業
な
λ

ソ
し
な
寸
。
机
明
文
部
大
臣
小
松
原
氏
も
亦
無
瑚

に
現
在
及
び
賂
戒
に
於
て
は
依
存
の
貨
物
の
分
配
の
外
に
一
に
背
め
る
一
人
に
し
℃
、
之
れ
乞
略
す
る
の
一
法
Iι
し
て

五
日
一
ん
は
枕
貨
物
ど
創
mudqJ
可
当
所
有
ゆ
る
機
合
を
有
す
る
…
案
出
し
た
る
も
の
は
郎
ち
文
笠
沼
招
待
な
bJO
一
議
し
限
代

な
b
。
此
宥
単
一
な
る
前
払
泌
を
ふ
付
す
る
秋
に
訪
っ
て
、
極
端
一
の
文
部
大
町
の
問
事
業
中
に
在

b
て
最
も
紙
答
な
る
も
の

な
る
勤
倹
貯
議
ケ
一
一
明
砂
場
す
る
は
論
者
の
漁
期
せ
る
生
産
資
一
に
崩
す
る
な
且
リ
o

蚊
士
俗
良
一
堂
-K
捕
を
酌
ん
で
、
前
清

本
を
明
大
す
る
の
目
的
を
述
す
る
乙
I
乙
少
ち
に
加
へ
℃
…
が
自
然
の
愛
bz
誠
へ
ば
、
後
者
は
反
自
然
の
織
の
功
徳
十
一

、
反
つ
℃
産
業
界
の
不
振
を
お
く
の
凶
1ι
な
る
な
が
ら
ん
越
え
る
に
去
っ
て
は
廷
に
稲
ね
し
。
喬
ぴ
准
h
u
も
の
は
舶

ゃ
。
時
代
竣
と
て
、
注
総
府
間
の
一
則
脱
抑
制
。
艇
ぜ
ず
、
信
く
之
と
あ
λ
y
F
と
知
れ
。
放
は
静
に
波
の
内
閣
の
倒
4
1
1
h
寸

が
訟
の
効
俄
訟
な
一
間
持
し
℃
改
め
ず
。
憐
h
u
可
く
慨
す
可
b
d

で
訟
の
総
子
に
免
れ
て
坐
賦
す
れ
ば
足
る
c

彼
の
感
伎
の

り豆、，
OJhι

・9
0

風
料
、
代
関
す
る
訓
令
の
如
吉
川
比
一
歪
つ
て
は
少
し
く
尚
池
ぎ

b
s
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fJ ゴ

時

、

持

た
‘
る
措
慌
た
る
の
非
難
を
捻
れ
ゲ
る
可
し
ο

一
部
熱
狂
の
士
の
刺
激
代
逢
う
℃
脊
白
川
峨
入
し
来

b
し
も

コ
ド
判
長
安
JH二
」

子

の

に

し

℃

、

彼

の

一

千

七

百

九

十

一

年

及

び

一

千

八

百

三

fL必
G
を
お
ぶ
リ
プ
サ
一
一
J

I

A

1

1

一

十

年

の

偽

捌

憲

法

令

}

悲

磁

と

し

℃

制

定

し

た

る

一

千

八

百

生
白
人
他
に
問
、
f
A

℃
日
く
i

札
色
は
何
に
か
似
た
る
1

一
二
十
一
年
の
白
耳
義
窓
設
は
再
縛
し
℃
一
千
八
百
五
十
年

:
a
F
h
.
，.↑「，
M

-

a

h

a

F

一
他
符
べ
℃
日
く
、
色
白
く
し
℃
只
の
如
し
、
白
人
俊
た
問
一
の
北
日
仏
材
班
蕊
治
?
乙
な
よ
り
、
一
一
両
し
て
杏
が
二
十
二
年
の
滋

r
m
、
、
礼
色
は
郎
ち
只
の
脱
却
の
如
く
な
る
や
、
仏
首
へ
て
日
く
一
法
之
な

b
し
も
の
な
タ
。
印
ち
裂
も
凶
民
全
般
の
肉
質
に

一
台
、
復
た
問
、
p
u
A
H

パ
の
色
何
に
か
似
た
る
、
火
口
へ
℃
日
ぐ
、
J

…
悲
(
所
わ
ら
守
り
し
な

b
o
明
治
二
十
二
年
に
於
け
る
江

稲
米
旅
の
如
し
、
白
人
似
た
問
λ
、
乳
色
は
一
薬
師
以
な
る
乙
…
戸
ツ
子
は
一
利
回
の
然
減
之
符
絞
殺
荷
式
と
の
問
に
何
等
の

E

と
治
米
株
の
如
く
な
る
か
、
一
泊
米
は
復
た
何
の
似
た
る
所
一
史
別
を
見
出
す
と
と
能
は

W
C
9
3
0
彼
等
は
議
絞
る
ど
し
℃

ぞ
、
答
へ
℃
日
く
、
母
の
如
じ
、
白
人
復
た
問
ム
、
治
米
一
手
古
似
併
を
な
ロ
し
の
、
山
取
を
引
き
、
馬
問
駒
子
右
前
、
じ
℃

状
以
冷
か
な
る
と
之
容
の
如
く
な
る
か
、
雲
仙
似
た
何
に
か
一
う
ん
を
脱
し
・
だ
ら
し
な
ム
ツ

O

彼
等
は
悲
し
窓
法
に
州
到
す
る
生

似
た
る
、
符
へ
℃
日
く
、
自
仰
の
加
し
、
生
白
人
絡
に
英
一
白
人
な

b
o
過
去
二
十
ヶ
年
は
正
に
此
生
白
人
に
憲
法
の

の
乳
色
を
意
識
す
る
協
は
ず
し
℃
去
る
J

泌
は
膝
史
の
庄
一
色
を
怠
識
せ
し
め
ん

ιし
て
首
心
せ
る
の
時
代
に
脱
す
る

物、代

L
℃
日
以
く
行
は
れ
た
る
自
然
の
慣
例
W

制
度
に
一
定
の
…
な

b
。

成
形
を
一
問
主
総
者
が
輿
へ
た
る
所
の
も
の
な

b
o
然
る
一
一
般
凶
民
を
し
て
窓
法
の
何
者
な
る
や
を
認
識
せ
し

に
日
本
の
窓
法
は
全
く
脳
波
な
く
し
℃
生
、
h

し
た
る
も
の
に
め
￥
自
ら
其
所
一
何
者
た
よ
り
、
擁
護
者
た
る
の
自
信

k
向、わ

し
℃
共
獄
宛
も
一
夜
忽
然
1ι
し
て
脱
出
し
た
る
官
品
川
の
如
、
ら
し
め
、
.
以
て
乙
れ
が
迎
用
の
法
-v

ピ
成
得
し
、
・
立
窓
政
治

l
v
o

明
治
維
新
の
後
、

M
W
W
Lし
て
告
側
の
山
一
作
ど
打
ち
た
の
美
栄
を
結
ば
し
な
る
は
一
向
ほ
・
法

bjet-勝
咲
の
山
市
た
る

J

1
1寝
泊
文
明
の
器
時
代
常
h
c
臨
め
た
る
国
民
の
先
飢
河
川
y
、

ー

U
L
Y
J記
せ
i
h
憲
法
被
布
以
来
満
こ
十
年
H
の
混
合
は
、

整
基
調
骨
量
議
官
欝
闘
自
首
選
欝
議
議
関
関
高
調
書
量
重
量
望
簿
閣
議
議
遺
書
轟
轟

倫
一
は
未
だ
様
々
・
と
し
て
大
臣
の
品
一
一
口
交
に
関
す
る
議
論
を
戦

は
し
っ
〉
わ
る
も
の
な
る
を
。

UZ 

二
四
六

の
領
域
内
に
散
布
す
る
を
越
け
、
成
る
可
く
之
宮
一
方
而

に
集
中
し
其
結
合
二
放
の
力
に
依
つ
℃
経
緯
を
行
ふ
乙

1

4

乞
必
要
I
C
す
る
に
歪
λ

リ
た
る
事
質
を
述
べ
、
加
奈
多
u
A
A
V

d

来
閥
へ
の
移
民
に
闘
し
℃
は
断
定
の
方
針
乞
踏
襲
し
誠
質

小
村
外
務
大
隠
は
二
月
二
日
衆
議
院
に
於
て
同
七
日
長
一
に
波
航
の
制
限
乞
賀
行
し
つ
〉
・

4

の
b
I乙
前
ぴ
て
陥
に
米
側

族
院
に
於
て
間
十
俄
分
に
渉
合
℃
政
府
の
釣
外
方
針
を
説
一
移
民
の
政
策
上
不
利
な
る
乙
と
を
示
せ
λ
y
o

日
本
側
民
は

明
せ

b
o
中
、
代
就
b
d
て
最
一
も
世
人
が
興
味
を
以
℃
耳
・
を
傾
一
大
な
る
不
卒
不
満
を
以
て
之
を
肋
附
け
る
も
の
な
ら
ん
I
C
思

け
た
る
も
の
は
釣
米
問
題
な

b
c
帝
闘
は
東
海
の
君
子
凶
一
般
す
。

な

b
。
帝
凶
の
外
交
は
勢
君
子
的
な
ら
診
る
可
ら
ず
。
外
吾
、
が
外
交
常
路
指
の
眼
中
に
は
計
公
明
正
大
な
る

Y
!ズ

相
の
所
一
一
一
一
回
は
遺
憾
な
く
此
特
長
を
後
部
し
た
り
。
日
米
雨

J

べ

Y
ト
氏
在
る
の
み
に
し
℃
無
智
暴
虐
な
る
加
州
民
1
C
頑

闘
の
親
交
は
廃
史
的
の
性
質
を
有
す
i
し
一
五
び
、
近
頃
加
州
迷
偏
執
な
る
州
命
日
と
の
存
在
を
知
、
b
wり
る
な
ム
リ
。
而
し
て

立
法
部
の
問
題
1
乙
な
ら
居
れ
る
排
日
的
議
案
の
如

3
に
主
米
側
中
央
政
府
の
椛
限
は
果
し
て
克
く
那
没
に
及
大
乙
之

つ
℃
は
、
事
同
闘
の
一
部
分
比
於
け
る
事
項
に
廊
し
、
同
を
得
る
や
、
地
方
州
舎
の
立
泌
棋
は
如
何
な
る
仙
波
カ
レ
ι
有
月

間
関
多
数
人
士
の
賛
同
す
る
所
に
わ
ら
診
る
を
以
℃
、
帝
凶
す
る
や
を
知
ら
な
る
も
の
〉
如
し
。
米
同
民
悉
く
皆

Y
!

政
府
は
岡
脳
政
府
の
誠
意
と
同
凶
同
氏
の
明
識
と
に
依
綴
ズ
イ

Y
ト
氏
の
心
胸
を
有
す
る
も
の
な
ら
ん
か
、
常
闘
の

し
何
等
重
大
な
る
凶
際
問
題
を
窓
越
す
る
に
去
ら
診
る
べ
外
交
は
大
な
る
成
功
乞
滋
げ
符
ぺ
し
、
然
も
多
数
暴
慢
な

き
を
期
待
す
と
説

3
、
廷
に
移
民
政
策
に
入

b
℃
、
常
凶
る
人
民
は
伽
閣
外
交
の
君
子
的
な
る
に
乗
れ
し
℃
嫡
よ
排
日

の
地
位
一
銭
し
其
経
後
を
行
ム
可

3
地
域
の
抜
大
を
見
る
の
火
の
予
を
上
げ
更
に
商
業
主
に
於
て
も
不
一
小
等
な
る
制

…
山
一
比
五

b
た
る
な
以
℃
、
役
タ
代
我
民
族
を
陥
在
せ
る
他
閥
限
を
加
へ
ん
之
す
る
に
歪
れ

b
。
外
相
は
同
よ
A
Y
這
般
の

ニ
凶
七

O
外
務
大
臣
の
讃
米
意
見

u長

評



W
O

る
な
ι
9
0

比
者
は
綿
を
分
つ
乙
1

乙
闘
に
し
て

第
一
編
珠
算
の
要
義

大

隅

重

信

関

)

第

二

編

成

入

歳

出

の

研

究

武

宮

時

敏

著

一

笠

ニ

編
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